













































































万字」である。後者は PrincetonUniversity Computer CenterのPrinceton
































体言系 100 (16.9) 53 (27.9) 325 (36.6) 
相言系 254 (42.9) 38 (20.0) 313 (35.3) 
用言系 124 (21. 0) 51 (26.8) 85 ( 9.6) 
副言系 18 ( 3.0) 3 ( 1.6) o ( 0.0)
結合形態 96 (16.2) 45 (23.7) 164 (18.5) 
b口、 計 592(100.0) 190(100.0) 887(100.0) 
f本言系 257 (35.9) 66 (35.5) 179 (80.6) 
相言系 249 (34.8) 57 (30.6) 23 (10.4) 
用言系 130 (18.1) 58 (31. 2) 18 ( 8.1) 
副言系 80 (11.2) 5 ( 2.7) 2 ( 0.9) 
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4. 2. 1 .日本語の「ー 性」
野村雅昭氏は「接辞性字音語基の性格」の中で次のように言っている:












接尾的要素「ー性Jrー 化」の日中対照研究 9 
に」などは「体言用法」とした。この「連体用法Ji体言用法」を量的にみる
と〈表2>のようになる。
議品ご 連体用法 体言用法 l口L 言十
f本言系 31 (31. 0) 69 (69.0) 100 (100.0) 
相言系 1 (0.4) 253 (99.6) 254 (100.0) 
用言系 28 (22.6) 96 (77.4) 124 (100.0) 
副言系 o (0.0) 18 (100.0) 18 (100.0) 










~ご 連体用法 体言用法 l
芸術性 × (一) o (+) 
国民性 × (一) o (+) 
人間性 ワ (+ ) o (+) 
熱帯性 o (+) ワ (ー)
金属性 o (+) 。(一)
















































議品ご 用言用法 体言用法 l口k 計
体言系 95 (29.2) 230 (70.8) 325 (100.0) 
相言系 100 (31. 9) 213 (68.1) 313 (100.0) 
用言系 29 (34.1) 56 (65.9) 85 (100.0) 
副言系 。 。 。









































































議品ご 連体用法 体言用法 連用用法 EEh 2 計
体言系 20 (7.8) 237 (92.2) o (0.0) 257 (1∞.0) 
相言系 8 (3.2) 240 (96.4) 1 (0.4) 249 (100.0) 
用言系 19 (14.6) 109 (83.9) 2 (1. 5) 130 (100.0) 






























議品ご 用言用法 体言用法 連体用法 dロh 計
体言系 14 (7.8) 101 (56.4) 64 (35.8) 179 (100.0) 
相言系 9 (39.1) 14 (60.9) o (0.0) 23 (100.0) 
用言系 4 (22.2) 14 (77.8) o (0.0) 18 (1∞.0) 


























































4. 1 . 4でも見たように、〈表1)から、日本語に比べて中国語の全用例
数が少ないこと、中国語は体言系に偏っていること、が指摘できる。この

























( 1 ) 拙稿「漢語の接尾的要素『ー中』についてJ (f 日本語学~ 3-8、1984、8)
(2) 池上禎造「漢語の品詞性J(r国語国文』昭和29年1月一一一r漢語研究の構想』岩
波書底1984所収)






( 7 ) この五類に分類する考え方は野村氏の考え方と共通するが、体言・相言兼用類
等の兼用類を別にたてることはしなかった。
(8 ) 国立国語研究所報告56r現代新聞の漢字J(1976)参照。










(14) 注(13)の論文P.132o< )内は、野村氏の論文により筆者が補足した。 A・B.
Cは、それぞれ体言系の語基・相言系の語基・用言系の語基に相当する。
(15) 資料には現われなかったが、 r_性XXJという「的 (de)jを介さない形式も、
現代中国語では普通に見られるようである。「結構助詞」については、注 (17)
の編著P.14参照。
(16) r相言系の自在基+性」のこのような性質については、次の論文に言及が見られ
る。労寧「関於詞尾的“性"J(r中国語文J1955年4月)
(17) 呂叔湘主編『現代漢語八百詞』商務印書館、 1981、P.12参照。前置詞にあたる
もの。
(18) 注(17)の編著P.14参照。
(19) 向上P.11参照。
〈付記〉
本稿は、 1985年1月、大阪大学大学院文学研究科に提出した修士論文の一部をまと
めたものである。指導して下さった徳川宗賢教授・宮地裕教授・真田信治助教授、及
び、資料の使用にあたって御助力下さった国立国語研究所の野村雅昭氏、アジア・ア
フリカ言語文化研究所の橋本高太郎氏に心から感謝したい。
(大学院後期課程学生)
